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特別セッション 好みの計量

ECサイトにおける画像の類似性測定
～『SUDACHI』の開発と商品推薦エンジンへの応用 ～
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1：注目されるレコメンデーション

現在、国内外で「検索に続く次世代のコア技術」として注目を浴びています。

【日本経済新聞：2006年10月4日】 【日本経済新聞：2007年6月1日】【日経産業新聞：2006年2月8日】
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2： レコメンド方式の分類_ACKマトリクス

※この分類は、「日経コンピュータ」「日経ネットマーケティング」「月間ネット販売」に掲載されました。

アクションデータ 履歴データ 申告データ

A-1 A-2 A-3 A-4

スペックランキング型 商品関連性 評価型
コンテンツベース
・フィルタリング

ニーズインプット型

C-1 C-2 C-3 C-４

人気ランキング型
マーケット バスケット

型
協調フィルタリング アンケートベース型

K-1 K-2 K-3 K-4

ナレッジベース
独断型

ナレッジベース
反応型

ナレッジベース
観察型

ナレッジベース
診断型

レコメンデーションに用いるデータ

対象者を特定しない
データ

対象者を特定するデータ

対象者全てに同様なレコメンデーション パーソナライズされたレコメンデーション

レ
コ
メ
ン
ド
・
ロ
ジ

ッ
ク

モノ属性ベース
（Attribute）

商品属性
データベース

が必要

人ベース
（Consumer）

対象者以外の購買
データが必要、
新発売商品に
適用できない

ナレッジベース
（Knowledge）

ナレッジの
信頼性・妥当性の

担保が必要

ALBERT独自のレコメンド方式の分類

店頭接客における商品レコメンドの基本は、モノ属性ベースと人ベースでは
「商品関連性評価型」「ニーズインプット型」。その他ナレッジベースもある。
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3： レコメンド方式の魅力度_調査概要

■調査目的 レコメンデーションへの注目が集まる中、ＥＣサイトでのレコメンデーション機能の認知率、

活用実態および、様々な種類のレコメンデーションエンジンの種類について、消費者にとっての

魅力度を、インタースコープで開発した「CONEL」を用いて測定する。

■調査手法 Web定量調査

■対象エリア 東京 埼玉 神奈川 千葉 大阪 京都 兵庫

■調査対象 一般生活者 20～49歳男女 300名

インターネットショッピングを2～3ヶ月に1回以上利用している人

回収数

■サンプル抽出方法 ヤフーバリューインサイトパネル「ボイスポート」から抽出 ＝パネル調査

■実査期間 2008年8月21日（木）～8月23日（土）

全体 東京都 埼玉県 神奈川県 千葉県 大阪府 京都府 兵庫県

300 108 44 44 28 39 17 20

150 49 21 28 16 19 10 7

150 59 23 16 12 20 7 13

72 22 14 10 6 9 5 6

137 51 18 17 16 19 7 9

91 35 12 17 6 11 5 5

年代:

20代

30代

40代

全体

性別:
女性

男性

詳細結果は、13:15～ A会場「CSマーケティングセッション」で発表します。
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3： レコメンド方式の魅力度_調査設問

種々の方式のトップ3についての集計をした。
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3： レコメンド方式の魅力度_調査結果
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魅力度トップは「商品関連性型」レコメンド
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4： モノ属性ベースと人ベースのレコメンド

店頭接客における商品レコメンドの基本、
「ニーズインプット型」と「商品関連性評価型」

モノ属性ベースのレコメンドには深い商品理解、
商品データベースが必要となる

代替え案としての人ベースの手法である、
マーケットバスケット、協調フィルタリングが登場

モノ属性の「自動的取得技術」として
テキストマイニング、画像認識の登場
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5： 画像認識技術を用いた『SUDACHI』使用例

色が似ている
同一カテゴリの
商品を提示

色が似ている
別カテゴリの
商品を提示

色が違う
同一カテゴリの
商品を提示

選択した商品
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5： 画像認識技術を用いた『SUDACHI』使用例

色が似ている
同一タイプの
商品を提示

色が似ている
別タイプの
商品を提示

色が違う
同一タイプの
商品を提示

選択した商品
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ECサイトにおける商品画像の形態には以下の様にさまざまなものが存在し、
単に商品のみが写っているものもあるが、背景部分に景色が写っていたり人物が着
用していたりする画像もある。
今回開発した類似画像検索システム『SUDACHI』は、背景部分は無視し、対象
となる商品の部分のみから特徴量抽出を行ない、多数の商品の中から、色、テクス
チャ（模様）、形状、カテゴリの重み付けをした上で類似画像を検索することがで
きるシステムである。（特許出願済）

6： 類似画像検索システム『SUDACHI』

●ECサイトにおける商品画像の特徴
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商品画像から、色やテクスチャ、あるいは形状等の特徴量を抽出する際には、背景部分は
無視し、対象となる商品部分のみから特徴量抽出を行なうことが望ましい。背景部分も含め、
画像全体から特徴量抽出を行なったのでは、高精度な類似商品推薦システムを構築すること
は困難である。『SUDACHI』では、画像からの特徴量抽出に先だち、背景部分の除去を行
ない、対象となる商品部分のみの画像を抽出する。

背景除去した後の商品画像の類似性の解析には、商品画像から得られる色やテクスチャの
情報を表す「セグメント特徴量」や「形状特徴量」を用いる。セグメント特徴量とは、画像
の領域分割(segmentation)によって得られた領域ごとに抽出される特徴量で、色やテクス
チャといった特徴の似ている領域をグループ化することで、元画像を類似した色やテクス
チャを持った複数の領域に分割する処理を行なう。セグメント特徴量に基づく商品画像間の
類似度計算では、Earth Mover’s Distance (EMD)と呼ばれる距離尺度を用いる。形状の
解析には独自の形状特徴量を用いている。

●特徴量の抽出

●背景除去

6： 類似画像検索システム『SUDACHI』
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商品画像

背景除去 領域分割

セグメント特徴量
（１）色特徴量
（２）テクスチャ特徴量

形状特徴量

レディース
ファッション

ボトムス
スカート・

ワンピース

商品メタ情報

背景除去画像 領域分割画像

モノクロ画像

カテゴリ特徴量

6： 類似画像検索システム『SUDACHI』



12（Ｃ）株式会社ＡＬＢＥＲＴ

6： まとめ

・レコメンド方式の魅力度は、類似商品を提示する「商品関連性評価型」が最も高く、
ニーズや重要度を質問してぴったりの商品をおすすめする「ニーズインプット型」も
3位であり、店頭接客のおすすめの基本に合致している。

・類似商品の提示には、深い商品理解や商品データベースが必要だが、書籍やＣＤなど、
膨大な商品数があるカテゴリでは、事実上すべてに深い知識を持つ事は不可能であり、
人ベースでの関連商品提示という手軽な方式が台頭して来たと考えられる。

・画像の類似性測定技術は、主にデザインで選択されるカテゴリー商品に特に有効であり、
モノ属性を自動的に解析し、商品の関連性を定義することで類似商品をおすすめする
手法として注目される。

・テキストマイニングの技術が進化し、商品説明文等を自動解析することで、商品属性を
定義することが可能になって来ている。またＣＧＭデータを活用することで、関連商品を
おすすめすることもできるようになっている。


